
学部・学科やジャンルにとらわれず、
学生の挑戦・成長を称えるNGU AWARD。

名古屋学院大学に入学して
がんばっていること、挑戦していること、
熱い想いをプレゼンテーションしました。
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プレゼン当日の
様子はコチラ

NGU AWARD
9名の学生が挑戦

自ら踏み出した一歩が、意識を変え、行動を変え、
大きな成果となった挑戦者たち。

苦手の克服、やりたいことを貫く、とにかく楽しむ、
さまざまな想いで挑戦し、得られた成果を語りました。
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プレゼン当日までの 道 のり



NGU AWARDはよい刺激になりました。
「たった4年間しかない学生生活。自分の
やりたい、知りたいを大切に、可能性を信
じて行動してほしい」と伝えられました。

★★★

プレゼンを終えて

緊張したんですけど、「学生が持つパ
ワーを存分に発揮できる場をつくってい
きたい！」という思いは伝えられたと思
います。

★★★

プレゼンを終えて

やりきりました。みなさんにも大学生活で
多くの人と交流することをおすすめします。
これからも自分とは異なる長所を持った人
のよいところを吸収していきたいです。

★★★

プレゼンを終えて
楽しくて、もっと何かをした
い！と「なごや学生社会課題
解決プログラム」にも参加。
複数の大学の学生が集まっ
て半年間活動しました。苦労
もありましたが、それ以上に
自分の成長を実感しました。

自分自身と向き合うことがで
きたこと。そして、違う大学、
違う学部、自分とは異なる長
所を持った人と活動すること
で、刺激を受け、よいところ
を吸収できました。何より人
脈が広がりました。

自信を持てる経験がしたい、
という思いから「まちづくり
提言コンペの実現化」へ参
加。プロギングというジョギ
ングをしながらごみ拾いをす
る活動で、地域と連携し、大
成功を収めました。
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取り組んだこと さらなる挑戦 得られたこと

現代社会学部  柴田  真空さん

学生賞
S T UDEN T

AWA RD

学内外の多くの人と交流し
長所を吸収！ 
楽しみながら成長できた

英語脳になるように、友だち
とのLINEは英語で、海外の人
とアプリを使って英語でコ
ミュニケーションをし、日常
に英語を取り入れました。
TA*の先輩に相談することで
モチベーションもアップ。

TOEFL®のスコア約��点アッ
プ！長期公費交換留学生に選
ばれました。英語を学ぶこと
で、�年前には考えられなかっ
た出会いや経験を得ました。
仲良くなった留学生とアメリ
カで再会することが楽しみ。

コロナ禍で人と関わることや
会話が減り、自信がなくなっ
てしまったことをきっかけに
留学挑戦を決意。誰も知らな
い環境に飛び込み、自分を変
えたいと思い、長期公費交換
留学の選考に向け猛勉強！

取り組んだこと 工夫したこと 得られたこと

どうしたらメンバー全員が楽
しめるかを常に考えていま
す。そして、まずは自分が楽し
む！サークルに入りたい学生
は���人以上。キャパ的には
��人が限界なので、全員で活
動し、楽しめる方法を検討中。

メンバーからの「楽しかった」
の声が何よりのよろこびで
す。リーダーとして、時には自
分の意見を通すことも大事だ
と実感。今後は、大会開催を
目標に他大学とも合同で活動
していく予定です。

失われた学生生活を取り戻
したい！とフットサルサーク
ル立ち上げ。コロナ禍で学生
が持つパワーを発揮する機
会が奪われ、くやしい思いを
した経験から、思いきり楽し
める場をめざしています。

取り組んだこと 工夫したこと 今後の目標

国際文化学部  塚本  伊吹さん

学生のパワーを発揮できる場を
つくりたい！サークル立ち
上げの次は大会開催

現代社会学部  外山  美友里さん

＊TA（ティーチング・アシスタント）：留学経験のある先輩が英語学習サポートや留学相談を行う。

自分の可能性を信じて行動
留学内定を得て
アメリカへ



これもひとつの挑戦じゃないかっていう
くらい楽しみました。これからもグロー
バルな活動を続け、発信していきたい。

★★★

プレゼンを終えて

自分の思い、取り組みを伝える時間をつ
くれて楽しかった。体を絞ってボディビ
ルの大会もがんばります。

★★★

プレゼンを終えて

自分がやってきたことを発表できる場が
あるって大事。自分がこれからがんばって
いく目標を見つめ直すことができ、よい経
験になりました。

★★★

プレゼンを終えて
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勉 強する習慣をつけること。
�� 分でも毎日やることで、習
慣に 。そして 、計 画 的 に 勉 強
を進め、成功体験を得るため
に、複 数の資 格取 得 へ挑 戦。
何 か に 挑 戦 するた めに 妥協
はいらないと実感しました。

挑 戦 する上で 感 謝 を忘 れ な
いこと。成 功しても失 敗して
もかならず成長できると思い
ます。行動しなければ何も成
果を得られないので、まわり
に感 謝して、挑 戦をしていき
たいです。

宅 地 建 物 取引士の資 格 取 得
に向け、勉強しています。大学
で何かに挑戦したかったこと
から、資格勉強を始め、昨年ト
ライするも「�点」足りず、悔し
い思いをしましたが、再 挑 戦
します。

取り組んだこと 工夫したこと 大切にしていること

「1点」の悔しさを糧に
経験を活かして
資格取得に再挑戦！

どうしても国際交流がしたく
てNGUへ入学。しかしコロナ
禍 で 活 動 は 制 限さ れていま
した。「コロナを理由にしたく
な い 」とで きることを 考え 、

「 行 け な い ならオンライン 」
があると活動を始めました。

留学に行かなくても文化交流
はできる！そしてその経 験を
シェアするため、さらなる活動
をしています。今後は、学生も
地域の人たちも、楽しく学びに
生かせるさまざまなイベント
を開催したいです。

オンラインを活用し、SA*とし
てインドネシアの大学とオン
ライン交流イベントを企画運
営。個人では、アメリカ、ポート
ランドの授業をAll Englishで
受講し、文化や歴 史を学びま
した。

取り組んだこと 工夫したこと 得られたことと今後

国際文化学部  荒芝  優希さん

コロナ禍でも文化交流はできる！
オンラインを活用して
グローバルに活動

小 学 生や高 齢 者 に わ かりや
すく、自分 のことば で 伝える
ことを意 識しています。子ど
もたちには、ゲームなど を用
いて 授 業 をするなどの工 夫
も 。反 応 もよく 、やりが い を
実感しています。

大 学 生 消 防 団 の 分 団 長とし
て 、他 大 学 との 交 流 も 増 や
し、地 域を盛り上げ ていきた
い。そして、将来は消防士とし
て、地 域の人々を守っていき
たいです。

大学生消防団として、地 域の
人々に防災の方法を伝える活
動 、熱 田 プ ロ テ クト チ ーム

（APT）として、高齢者に詐欺の
危険性を呼びかけたり、小学
生にインターネットの危険性
を伝える活動をしています。

取り組んだこと 工夫したこと 今後の目標

地域の人を守りたい！
地域を盛り上げるため
活動の輪を広げる

法学部  栁澤  脩人さん

法学部  嵯峨  暢基さん

＊SA（スチューデント・アシスタント）：ｉ-Loungeで異文化に関わるイベントの企画運営をする学生スタッフ。



思ったより時間が短くて焦ってしまったけ
ど、伝えたいことが伝えられてよかった。
行動することで、多くの人とかかわること
ができ、友だちも増えました。

★★★

プレゼンを終えて

すごく緊張したけど、よくがんばったと思
う。楽しそう！で始めた取り組みが、たく
さんの人とつながり、エネルギーになり
ました。

★★★

プレゼンを終えて

アドレナリンがすごく出ました。前向き
な姿勢がないと成長はできないと思い
ます。みなさんにもいろんなことに挑戦
して欲しいです。

★★★

プレゼンを終えて
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毎日続ける。どんなに忙しく
ても必ず復習することを徹
底し、スコアは��点アップ。
わからないことは放置せず、
先生やTAの先輩に理解でき
るまで聞きました。これが大
切な一歩だと思います。

長期公費交換留学内定。何よ
り英語の楽しさ、おもしろさ
を実感。苦手意識があり、高
校までは楽しくなかったけ
ど、英語で自分の思いが伝え
られた時の楽しさを知ること
ができました。

世界をつなぐ職業につく夢の
ため、留学に挑戦。長期公費
交換留学をめざし、選考に必
須のTOEFL®のスコアアップ
のため、大学が閉まる��時ま
で勉強。i-Loungeのプログ
ラムにも参加しました。

取り組んだこと 工夫したこと 得られたこと

苦手だった英語を
必死に勉強
思いが伝わるって楽しい！

フリーマーケットは宝探し。自
分の写真を見つけてほしい！
という思いから、傾向をつか
むため、どんな人が購入した
か、どんな会話をしたかなど
を分析。客観的な視点から、レ
イアウトなども工夫しました。

自信とエネルギー。自分の作
品をお金を出してまで買って
もらえることは、簡単には得
られない経験。モチベーショ
ンアップにもつながります。
自分でフリーマーケットを開
催することが目標です。

新しいことへの挑戦として、フ
リーマーケット、子供食堂、
サークル、社会連携活動など。
中でも一番がんばったのはフ
リーマーケット。自分が撮った
写真で制作したポストカード
やグッズを販売しました。

取り組んだこと 工夫したこと 得られたことと今後

フリーマーケットは宝探し
いつか自分で主催したい

計画的に勉強すること。夏休
みなどの長期休暇をいかに
活用できるかがカギになりま
す。勉強を習慣化すること
と、目標を明確にすることの
大切さを実感しました。

学ぶ楽しさを知ることができ
ました。また、プロセスが大
事だということも。勉強に役
立ちそうなことは何でも取り
入れ、積極性も身についたと
思います。

さまざまな経験をしたい、自
分の限界を知りたい、という
思いから、全力で勉強してみ
よう！と宅地建物取引士の資
格取得に挑戦し、見事合格。
次の目標として、行政書士の
資格取得をめざして勉強中。

取り組んだこと 工夫したこと 得られたこと

法学部  山内  寛斗さん

全力で勉強し
宅建資格に合格
さらなる難関資格に挑む！

国際文化学部  佐藤  佳奈さん

現代社会学部  葛谷  みらんさん



�名のプレゼンテーションを聞いて、本学の学生を誇りに思います。今回のキーワードは「挑戦」。果敢に攻めてさ
まざまな経験をして、発表してくれた学生たちは、本当に頼もしいです。 大学生活は、自分から一歩踏み出し、そ
の反作用によって学ばなければ、じっとしていては何もやってきません。一歩前に出て、いろいろなことを学ぶみ
なさんは名古屋学院大学の宝ものです。

P r e s id e n t ' s  C o m m e n t

お問い合わせ：名古屋学院大学  入学センター（名古屋キャンパスしろとり内）  TEL 052-678-4088  nyugaku@ngu.ac.jp

■ 経済学部 / 経済学科
■ 現代社会学部 / 現代社会学科
■ 商学部 / 商学科

■ 経営学部 / データ経営学科（2024年4月設置)

■ 法学部 / 法学科
■ 外国語学部 / 英米語学科

■ 国際文化学部 / 国際文化学科
■ スポーツ健康学部 / スポーツ健康学科
■ リハビリテーション学部 / 理学療法学科

学生賞をいただくことができ、とてもうれしく思います。ありがとうございます。
NGU AWARDは他の発表者のいいところを吸収できる有意義な時間となりまし
た。残りの大学生活でも挑戦を続けて、これまで以上に成長した自分になれる
よう努力していきます。

現代社会学部  柴田  真空さん

輝かしい賞をいただき、誠に光栄に思います。�年生の冬頃から家族や友だち、
ＳＡ*メンバー、留学生など、本当にたくさんの応援やサポートがあったからこそ受賞
できたと今でも強く実感しています。これからも前進して挑戦を続けていこうと思い
ます。

国際文化学部  荒芝  優希さん
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